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解析対象は症例 72 例、対照 244 例であった。 
喫煙者のオッズ比(以下 OR)は 3.89 (95%信頼区間 1.46-10.4)、一日量 20 本以上の喫煙者では 3.89 
(1.22-12.4)、喫煙期間 29 年以上では 3.11 (0.92-11.5)、累積喫煙量 26 pack-years 以上では 4.26 
(1.32-13.7)であった。また、それらの容量反応関係を示す P 値も有意あるいは境界域の結果を示し
ていた(P for trend 0.014-0.072)。経口ステロイド使用歴で層化したモデルでは、ステロイド使用歴
無群で喫煙者の OR は 10.3 (2.04-52.2)で、ステロイド使用歴有群では 1.56 (0.42-5.84)であり、統計


















解析対象は症例 72 例、対照 244 例であった。喫煙者のオッズ比(以下 OR)は 3.89(95%信頼区間
1.46-10.4)、一日量 20 本以上の喫煙者では 3.89(1.22-12.4)、喫煙期間 29 年以上では
3.11(0.92-11.5)、累積喫煙量 26 pack-years 以上では 4.26(1.32-13.7)であった。また、それらの
容量反応関係を示す P 値も有意あるいは境界域の結果を示していた(P for trend 0.014-0.072)。経
口ステロイド歴で層化したモデルでは、ステロイド歴無群で喫煙者の ORは 10.3 (2.04-52.2)で、ス
テロイド歴有群では 1.56 (0.42-5.84)であり、統計学的交互作用を認めた(P for interaction 0.01)。 
ONFH と喫煙には明らかな関連を認めた。経口ステロイド歴で層化した結果では、ステロイド歴無
群でより強い関連性を示し、経口ステロイド歴有群では喫煙の相乗効果は認めなかった。 
以上の研究は、喫煙が非外傷性大腿骨頭壊死に与える影響を明らかにした重要な疫学研究である。よ
って本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
